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マテリアル分科会
のご紹介

キックオフシンポジウム（令和４年１月１７日）

パネルディスカッション話題提供

分科会責任者

永井 由佳里
（北陸先端科学技術大学院大学・理事（研究・国際担当）・副学長）



マテリアル分科会の概要

マテリアル
分科会

五感情報通信に基づく
学際的研究開発

高度資源循環システムを
基軸とする高機能新素材
ものづくり基盤の確立

ＷＧ(1)

ＷＧ(2)

・国のマテリアル革新力強化戦略「統合イノベーション戦略 2020」(令和２年７月閣議決定)

2030 年の社会像・産業像を見据え、Society 5.0 の実現、SDGs の達成、資源・環境制約の克服、
強靭な社会・産業の構築等に重要な役割を果たす「マテリアル革新力」を強化するための社会実装、
研究開発、産官学連携、人材育成を含めた総合的な政策パッケージ

・新たなセンシング・デバイス開発による人間中心社会（Society 5.0）の実現
・北陸の高機能素材産業におけるカーボンニュートラルの推進

分科会の趣旨

背景・課題
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北陸地域の研究機関と産業界との共創により、先進的なマテリアル開発及びカーボンニュートラ
ルを推進し、産業の高度化と新産業を創出することを目指します。

そのため、高度な情報科学を駆使した五感などの
生体機能に係わるセンシング技術、デバイス開発や
アルミニウムを主とする軽金属材料のリサイクルシステ
ムの確立などの研究開発も視野に入れて、北陸地域の
産学官金が集い、定期的な情報交換を行う場を形成し、
課題解決に挑戦します。



WG(1)五感情報通信に基づく学際的研究開発
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メンバー

概要

鵜木 祐史※ （北陸先端科学技術大学院大学・教授）
村越 道生※※ （金沢大学・准教授）
米沢 裕司※※ （石川県工業試験場電子情報部・副部長）
永井 明彦Co （北陸先端科学技術大学院大学・特任教授）
岡田 将吾 （北陸先端科学技術大学院大学・准教授）
ホ アンヴァン（北陸先端科学技術大学院大学・准教授）
木谷 俊介 （北陸先端科学技術大学院大学・助教）
荒木 友希子 （金沢大学・准教授）
川井 昌之 （福井大学・准教授）
野田 堅太郎 （富山県立大学・講師）
筧 瑞恵 （ふくい産業支援センター）
佐賀 圭真 （福井県工業技術センター）

人の五感に係わるセンシング技術、デバイス開発、感覚モダリティ―を中心とした五感情報通信
技術の社会実装に向け、北陸地域を中核とした自治体や事業者、ベンチャー企業、大学の研究
者らが集い、最新動向の調査・情報共有を図るとともに、シーズ／ニーズ研究から総合的に見た
産学官研究として幅広い分野に活用することが議論できるネットワークを形成する。

R4.1.17時点

※：座長，※※：副座長，Co：コーディネーター（WG担当URA）

五感情報通信技術の社会実装、産業化を視野に入れ、多様な分野からの専門家による

議論を行う産学官連携ネットワークの「場」を形成する。

出口
戦略



WG(1)五感情報通信に基づく学際的研究開発（つづき）
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主な研究シーズ

AIデータ分析×知覚情報処理×五感センシング
＝人間中心社会（Society 5.0）の実現と五感情報通信によるイノベーション創出



WG(2) 高度資源循環システムを基軸とする
高機能新素材ものづくり基盤の確立
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概要

柴柳 敏哉※      （富山大学・教授）
大津 雅亮※※  （福井大学・教授）
鵜澤 潔※※       （金沢工業大学・教授，革新複合材料研究開発センター長）
住本 研一Co     （富山大学・統括コーディネーター）
増田 貴史 （北陸先端科学技術大学院大学・講師）
渡邊 千尋 （金沢大学・教授）
石川 和宏 （金沢大学・教授）
松田 健二 （富山大学・教授）
小野 英樹 （富山大学・教授）
佐伯 淳 （富山大学・教授）
會田 哲夫 （富山大学・教授）
高口 豊 （富山大学・教授）
石本 卓也 （富山大学・教授）
鈴木 真由美 （富山県立大学・教授）

カーボンニュートラルを背景として、アルミニウム、鉄鋼材料、セラミックス、樹脂などの高機能素材
の製造・加工プロセスに環境価値という資源循環の要素を新たに取り込み、北陸地域を拠点にした
実証型新素材事業及び材料科学と産業技術の研究を推進します。

R4.1.17時点

（１）各地域の素材産業の現状と課題の明確化
（２）各素材のリサイクル技術要素課題を策定

数値目標：各素材（アルミニウム、鉄鋼、セラミックス、樹脂）についての不純物等の影響を調査（文献調査）
（３）再生材の新規用途開拓の探索

数値目標：新用途を令和 4 年から 5 年以内に３件提案

出口
戦略

※：座長，※※：副座長，Co：コーディネーター（WG担当URA）

メンバー



WG(2) 高度資源循環システムを基軸とする
高機能新素材ものづくり基盤の確立 （つづき）
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主な研究シーズ



 企業・公設試等の参加の促進

 各ＷＧの活動，各研究開発プロジェクト等の取組状況の

把握と意見交換

 新たな価値の共有のため、年２回程度、分科会主催の

セミナー及び事例発表会の開催・情報発信 など

今後の取組について

・社会実装に向けた最新動向の調査と課題抽出、

情報の共有

・産学官金の連携・交流の推進（課題別 WG）

・産学官金連携プロジェクト形成の支援

分科会としての活動

 各ＷＧの取組状況や
他分科会・フォーラム全体の動き
について報告・情報共有

 産学官連携ネットワークの「場」の形成

今後の取組予定

連絡先：（副責任者）北陸先端科学技術大学院大学・エクセレントコア推進本部・副本部長（浅田） t-asada@jaist.ac.jp 7
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先端エレクトロニクス分科会
のご紹介

キックオフシンポジウム（令和４年１月１７日）

パネルディスカッション話題提供

分科会責任者

末 信一朗
（福井大学 理事（研究、産学・社会連携担当）／副学長）



セキュア電磁エネルギー応用WG

ＷＧメンバー

電磁エネルギーとくに、マイクロ波から紫外までの電磁波のエネルギーの有効かつ安全（セキュア）な利用／応用の
イノベーションを目指し、社会実装に向けた最新動向の調査・情報共有を行う。またそのための産学官金の連携・交
流の場を提供し、シーズとニーズのマッチングを通じて、産業化のための共同開発研究や社会実装の取組を支援する。

遠赤外領域とは?
きわめて広範 な波⾧領域にわたる電磁波の内、可

視光から見て赤外の次に 波⾧が⾧く、およそ 1 mm 
から数 10 ミクロンの、電波と光の 中間に位置する
電磁波領域を指す。テラヘルツ波は光領域や電波領域
の電磁波と比べても、エネルギーが著しく小さく、検
出するのが困難だったため、未踏領域とされてた。し
かし、波⾧が0.1㎜から１㎜のテラヘルツ波は光の直
進性と電波の特性を兼ね備え、物質に対して比較的高
い透過性をもっている。エックス線のように高いエネ
ルギーの電磁波ではないため、物質や人体を傷めるこ
となく透過し、表には見えないものを見る技術として
産業製品の非破壊検査や空港などのセキュリティ分野
への応用が期待される。赤外領域開発研究センターで
独自に開発した世界最高水準の遠赤外高出力光源
「ジャイロトロン」が固有技術となる

遠赤外高出力光源「ジャイロトロン」

座 ⾧ 谷 正彦（福井大学）

副座⾧ 兵頭政春（金沢大学・教授）

副座⾧ 松井多志（ふくい産業支援センター・室⾧）

前澤宏一（富山大学・教授)

本田和博（富山大学・講師)

安 東秀 (北陸先端科学技術大学院大学・准教授)

曽我之泰（金沢大学・助教）

小松節子（福井工業大学・教授）

酒井宗蔵（株式会社米澤物産・福井県）



赤外分光(FT-IR)の廃プラ生成利用への応用例

◆令和２年度福井県将来のふくいを牽引する技術開発支援事業
「廃プラ再生原料の付加価値向上の為の成分測定・品質管理法の開発」による成果です。

福井環境事業(株) / 福井県工業技術センター
ふくい産業支援センター / 福井大学



センシング技術ＷＧ

ＷＧメンバー 現在，大学14名，公設試1機関，企業5社

ナノ構造体を含む電子部品から、人体、工業製品、インフラ等の大型構造物、さらには地球や深宇宙のリモートセンシ
ングなど幅広い分野で活用されるセンシング技術について、各分野の最新情報の共有および研究者の異分野交流を促進
する。研究室見学・企業見学等の対話型コミュニケーションにより、現物に触れる機会、研究者同士の相互理解を醸成
し、新たな共同研究創出と産業化を目指す。

★三次元計測
・全空間テーブル化手法:高速かつ高精度に３次元

計測を行う
・光源切替位相シフト法とラインLEDデバイス:

光源の点灯位置を電子的に切り替えることで，非
常に高速に位相シフトを行うことができる．研究
室で開発したラインLEDデバイスと組み合わせハ
ンディ型カラー3次元計測ユニットを試作

・特徴量型全空間テーブル化手法:
カメラのキャリブレーションが不要で，ズームや
ピント調整があとからできる新しい従来の常識を
変える３次元計測手法．全空間テーブル化手法と
同様に，高速かつ高精度に３次元計測

★構造物の変位計測(サンプリングモアレ法 等)
・インフラ構造物の微小変位計測:サンプリングモ

アレ法を鉄道橋梁や一般土木構造物などのインフ
ラ構造物の検査の実用化をめざすプロジェクト．
サンプリングモアレ法を発展させて，変位だけで
なくたわみ角も利用して実用的な検査技術を開発
（NEDO)

・サンプリングモアレカメラ:リアルタイムに変位
分布を出力できるカメラ．屋外の現場で使いやす
い．リアルタイム３次元計測へ

・ロードスメソッド:人工の構造物が持っている間
隔が既知の平行線を用いた変位分布計測手法．格
子パターンを取り付けなくても変位分布が計測可．

座 ⾧



地球, 深宇宙

測定対象

ナノサイズ

人体

農産
物

自動車･工業製品

電子部品

原子・分
子

社会インフラ

水産
物

宇宙

ＷＧメンバー

副 座 ⾧ 副 座 ⾧



ＷＧメンバー

座 ⾧ 副座⾧ 副座⾧

地球, 深宇宙

測定対象

ナノサイズ

人体

農産
物

自動車･工業製品

電子部品

原子・分
子

社会インフラ

水産
物

宇宙

藤垣 元治

福井大学
教授

八木谷 聡

金沢大学
教授

吉田 勝紀

福井県工業
技術センター
機械金属部⾧

張 潮

福井大学
講師

青柳 賢英

福井大学
特命准教授

髙田 宗樹

福井大学
教授

磯 雅人

福井大学
教授

鈴木 啓悟

福井大学
准教授

伊藤 慎吾

福井大学
准教授

樋口 理宏

金沢大学
准教授

松本 公久

富山県立大学
准教授

小熊 規泰

富山大学
教授

高嶋技研㈱
前川 了

㈱米澤物産
河上 敬則
深川 馨介
加藤 邦理

BBSジャパン㈱
村上 貴之

ｼﾞﾋﾞﾙ調査設計㈱
南出 重克
横田 嘉数
福田 英徳
森本 健太

㈱松浦電弘社
松浦 隆弘
代表取締役社⾧

石川 浩一郎

福井大学
教授

中城 智之

福井工業大学
教授

桒島 史欣

福井工業大学
准教授

光応用計測 電波計測,可視化 繊維機械,ニット技術 金属疲労,異常検出

人工衛星,小型カメラ

生体信号,ビッグデータ 耐震診断,耐震補強

画像処理,AI非破壊診断,鉄骨構造 精密モーション制御,AFM

耐震,制振評価

衝撃工学,高機能構造

人工衛星,IoT

レーザー,テラヘルツ

ナノバイオ計測,光物性

車輛用軽合金ホイール 高速自動検査装置制御･計測システム 橋梁･道路点検システム 細幅織物 製造,販売

富山県 石川県 福井県 福井県福井県



・

14

ヘルスケア分科会
のご紹介

キックオフシンポジウム（令和４年１月１７日）
パネルディスカッション話題提供

分科会責任者

北島 勲（富山大学・理事（研究担当））



ヘルスケア分科会の概要

北陸地域において，次世代ヘルスケア産業を創出・育成することを目的とします。
そのため，ヘルスケア産業とその周辺産業との連携により，

ヘルスケア
分科会

医療・健康機器の開発

健康・医療産業のための
材料・機器の創出

ＷＧ(1)

ＷＧ(2)

・“ただ生きる”だけではなく心身共に充実した
豊かな100年を送るためには，
wellness, well-being領域において
ヘルスケア事業の発展が求められている。

・健康経営が重要視

分科会の趣旨

背景・課題
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（１）医療・健康機器の開発・事業化
（２）先進医療に係る機能性材料・デバイス・

センサー等の研究・技術開発
を行います。

また，未病ケア・健康増進等の要素を含んだ
次世代ヘルスケアにも焦点を当て，
北陸地域の産学官金が集い，定期的な情報交換
を行う場を形成し，課題解決に挑戦します。

北陸地域の現状
・ヘルスケア関連企業が少ない
・ニーズ・シーズのマッチングが難しい「人生100年時代」

実装化・産業化

連携強化による研究開発推進

産業として大きな成⾧の余地



WG(1)医療・健康機器の開発
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メンバー

概要

戸邉 一之※（富山大学・教授）
藤波 努※※
（北陸先端科学技術大学院大学・教授）
能作 克治※※（㈱能作・社⾧）
田端 俊英（富山大学・教授）
寺元 剛（富山大学・特命教授）
岡島 正樹（金沢大学・教授）
⾧宗 高樹（福井大学・准教授）
土肥 義治
（（公財）富山県新世紀産業機構・
イノベーション推進センター⾧）

宮本 仁志（北陸銀行・地域創生部⾧）

先読みして対応する
生活支援技術

移動量の季節変化（夏に減少）

エピソード記憶の
パーソナル･ヘルスケア･
システム

スマートフォンで，簡単に，
いつでも，どこでも自身の
エピソード記憶能力を把握

インソール内蔵型足底圧
重心計測システムの開発

ウェアラブルな動作解析システム
として，インソール内蔵型の
足底圧重心計測システムを開発

各大学の医学・工学分野を中心とした研究成果を基盤に，北陸地域のものづくり企業や行政と連携し，
医療・健康機器の開発及び事業化を行います。

（北陸先端大・藤波研究室） （富山大・田端研究室） （福井大・⾧宗研究室）

各大学の開発プロジェクトを現時点の開発段階に応じて３段階に分け，
【Ｃ:シーズレベル，Ｂ:臨床試験・プロトタイプ，Ａ:医師主導治験・臨床実装】

（１）Ｃ，Ｂ段階のプロジェクトについて，企業マッチングおよび特許出願等の支援を行い，
５～６年後において計１０以上のプロジェクトをＡ段階にステップアップさせます。

（２）Ａ段階のプロジェクトについて企業との共同研究を促進し，
５～６年後において計５以上のプロジェクトを社会実装し，製品化･商品化させます。

出口
戦略

主な研究シーズR4.1.17時点

※：座⾧，※※：副座⾧



WG(2)健康・医療産業のための材料・機器の創出
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メンバー

概要

都 英次郎※ （北陸先端科学技術大学院大学・准教授）
大森 清人※※（富山大学・教授）
村上 達也※※（富山県立大学・教授）
浅田 敏信Co （北陸先端科学技術大学院大学・特任教授）
高村 禅 （北陸先端科学技術大学院大学・教授）
松村 和明 （北陸先端科学技術大学院大学・教授）
加藤 敦 （富山大学・教授）
渡部 良広 （金沢大学・特任教授）
四谷 淳子 （福井大学・教授）
平井 一也 （公益財団法人石川県産業創出支援機構・プロジェクト推進部・連携推進課⾧）

健康増進，先進医療に係る機能性材料，デバイス，センサー，健康食品，化粧品等の研究・技術開発を
行い，それらの技術の向上と発展に貢献する事を目指します。

本WGでは，機能性材料の活用を主軸とした，
（１）癌や再生医療に係る機能拡張型モダリティ（低分子医薬，核酸・中分子医薬，細胞医療等）
（２）パーソナルな健康維持・管理を実現するデバイス，センサー
（３）治療や予防，アンチエイジング等を実現する機能性食品，化粧品 の開発を目指します。
これらの研究開発を相補的に遂行することで，北陸地域を起点とする，健康・医療産業のための骨太，
かつ新奇な技術プラットフォームの創出，ならびに社会実装化に向けた技術力と産学官金ネットワークの強化
を行います。

出口
戦略

R4.1.17時点

※：座⾧，※※：副座⾧，Co：コーディネーター（WG担当URA）



WG(2)健康・医療産業のための材料・機器の創出（つづき）
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主な研究シーズ

機能性ナノ粒子
（北陸先端大・都研究室）

タンパク質の凝集抑制高分子
（北陸先端大・松村研究室）

メタボリックシンドローム予防・管理のための
血糖値インスリン同時測定チップ（北陸先端大・高村研究室）

リポタンパク質点眼剤（富山県立大・村上研究室）

・北陸地域を起点とする，健康・医療産業のための
骨太，かつ新奇な技術プラットフォームの創出

・社会実装化に向けた技術力と産学官金ネットワーク
の強化

を目指しています！
機能性化粧品素材（富山大・加藤研究室）

体圧分散寝具の評価技術（福井大・四谷研究室）



株式会社能作における医療機器の取組みについて

リング開創器
(切開部を開いた状態で保持)

・聖路加国際病院岡田先生との共同開発
・製造販売は(株)フジタ医科器械

ヘバーデン リング
(ヘバーデン結節用固定具)

・金沢大学整形外科多田先生
厚生連高岡病院整形外科鳥畠先生
との共同開発

スズ開創手形板
(開創器付き手術台)

・富山大学附属病院整形外科
頭川先生との共同開発

ブシャール リング
(ブシャール結節用固定具)

・金沢大学整形外科多田先生
厚生連高岡病院整形外科鳥畠先生，
との共同開発

乳房再建用スケール
(乳房の大きさ，形，位置を正確に再建するためのスケール)

・富山大学形成外科佐武先生と共同開発中
・サイズが決まり次第学内での臨床試験を実施予定

代表的連携取組事例（WG(1)）
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新・富山県ものづくり産業未来戦略（H31.3策定）

成⾧産業
７分野

医薬・バイオ
くすりコンソーシアム事
業で新規医薬品等
の開発を推進

医薬工連携
TONIO研究会
で事業推進

航空機
航空機産業参入支援
事業でグループの販路
開拓等を支援

ヘルスケア
ヘルスケアコンソーシア
ム事業で研究開発等
を支援

環境・エネルギー次世代自動車 ロボット
TONIO研究会
(グリーン成⾧分野)
で事業推進

TONIO研究会
で事業推進

TONIO研究会
(グリーン成⾧分野)
で事業推進

とやまヘルスケアコンソーシアム(R1.12設立)
委員⾧:富山県知事 富山大学 富山県立大学

富山県機電工業会 富山県アルミ産業協会 富山県プラスチック工業会 富山県繊維協会
富山県厚生部 富山県商工労働部 富山県新世紀産業機構

ヘルスケア産業研究会 68企業・機関，会員数93名
少子高齢化に伴う医療・介護の負担が急増する中，健康やスポーツへの関心，
健康寿命の延伸を背景に急速に成⾧するヘルスケア関連分野への新規参入や
新たな製品開発を支援

とやま医薬工連携研究会（H26~）78企業・機関，会員数146名
医薬工連携ネットワークの連携強化により，新たに医療機器，福祉機器，
製薬機器分野へ参入する企業を支援

〈活動内容〉
①医療機器開発支援セミナー，相談対応など

市場動向，部材供給，医療機関との連携，法規制など
➁首都圏での展示会共同出展(当面，バーチャル)
③医療現場見学会等の医療機器ニーズの取り込み

医療関係者による話題提供など
④関連する補助金などの紹介
⑤令和３年度地域連携拠点自立化推進事業(中部TLO再委託)

広域連携と案件発掘・マッチング，伴走支援の強化

研究会ネットワークを通じて，医療機器・ヘルスケア産業関連分野への参入と製品開発を支援しています!

〈活動内容〉
①技術技術・市場動向など情報共有（セミナーの開催）
②研究開発プロジェクトにつながる支援(勉強会の開催)
③現場ニーズの吸い上げ，市場分析
④コーディネーターによるハンズオン支援
⑤研究開発プロジェクトの実施(研究開発委託)
チャレンジプログラム(テーマを設定したニーズ指向型)
製品加速化事業(シーズ指向型)

県内企業の強みや製品を紹介 成果例：歩行支援装置(県内O社)介護施設見学会(R3.12)
富山大学メディカルデザインプロジェクト
と連携した研究成果紹介セミナー(R3.2)
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参考：富山県・(公財)富山県新世紀産業機構(TONIO)における
医療機器・ヘルスケア産業支援に関する取組み



 企業・公設試等の参加の促進
 各ＷＧの活動，各研究開発プロジェクト等の
取組状況の情報共有・意見交換

 ヘルスケア研究シーズ・成功事例集の作成
 事例発表会の開催・情報発信 など

今後の取組について

ヘルスケアの社会実装に向けた
・最新動向の調査・情報共有（課題抽出）
・産学官金の連携・交流（課題別ＷＧ）
・産学官金連携プロジェクト形成の支援

分科会としての活動

 各ＷＧの取組状況，
他分科会・フォーラム全体の動き
について報告・情報共有を行う場

 次世代ヘルスケア産業を創出・
育成に向けた意見交換を行う場

今後の取組予定

連絡先：富山大学研究推進機構学術研究・産学連携本部 t-sangyo@adm.u-toyama.ac.jp 21



・
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次世代農林水産分科会 について

北陸未来共創フォーラムキックオフシンポジウム

パネルディスカッション話題提供

発言者 和田 隆志

金沢大学理事（研究・社会共創担当）
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分科会の概要

ここでは、農林水産業と農林水産業以外の多様な分野（特にICT分野、工学分野）との連携により、
食料生産・確保、バイオマス・プロダクト・ツリーなどの観点から、
オープン・イノベーションの創出が期待できるスマート農林水産業に焦点を当てます。

ワーキンググループ１
農業・林業のスマート化

ワーキンググループ２
北陸次世代水産業開発

次世代農林水産分科会

分科会の趣旨・目標

ICT ・工学分野との融合による農林水産イノベーションに基づいた産業創出・育成に挑戦！

分科会の構成

分科会責任者

金沢大学
和田 隆志（理事（研究・社会共創担当）／副学⾧）

座⾧：坂本 二郎
（金沢大学・設計製造技術研究所・教授）

座⾧：松原 創
（金沢大学・理工学域生命理工学系・教授）
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ワーキンググループの概要

テーマ１「農業・林業のスマート化」

【国立4大学以外の参画予定の主な団体等】
石川県立大学、小松大学、富山県農林水産総合技術センター、
福井県農業試験場、石川県農林総合研究センターなど

【概要】
AIやICT、ドローン・ロボット技術等による農林作業の自動化・低コスト化、
様々なデータを活用するデータ駆動型の営農・栽培管理システムなど
生産性向上に繋がる研究開発テーマについて、情報共有・ディスカッションを行う。

座⾧：坂本 二郎（金沢大学・設計製造技術研究所・教授）

➤農作物の収穫作業の効率化や自動化・無人化

➤林業におけるスマート化の取り組み

（関連を想定している分野）
ドローン、自動化機械、作業ロボット、アシストスーツ、
AI、ICT、作業効率化、など

→農業・林業の現場で試したいことがある方、
困り事がある方、興味がある方、是非ご参加ください。

Topics



Topics
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➤スマートリゾート構想など

（関連を想定している分野など）
情報、AI、DX、ICT、IOT、アプリ開発、ブランディング、
デジタルマーケティング、養殖、流通、観光、飲食、宿泊、など

→水産業の現場の方、ICT業界の方、
観光業の方、自治体の方など、
取り組みに興味のある方、是非ご参加ください。

ワーキンググループの概要

テーマ2「北陸次世代水産業開発」

【国立4大学以外の参画予定の主な団体等】
福井県立大学、石川県水産総合センター、JF石川、㈱奥能登食材流通機構、大口水産㈱、
能登勤労者プラザ、丸山料理店、ラトリエドゥノト、春蘭の里 など

【概要】
北陸地域における水産業や関連産業のスマート化の取り組みの現状や課題、将来像について、
各地域で取り組まれているスマート化の事例を題材とした研究会を開催し、
情報共有・ディスカッションを行い、北陸発の次世代水産業について検討する。

座⾧：松原 創（金沢大学・理工学域生命理工学系・教授）



・
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地元人材育成分科会 について

北陸未来共創フォーラムキックオフシンポジウム

パネルディスカッション話題提供

発言者 和田 隆志

金沢大学理事（研究・社会共創担当）
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分科会の概要

ここでは、地方創生の観点を意識し、事業創造力や経営力を持った若手人材の育成や、
地元の中核人材のキャリアアップ、スキルアップなどに資する取組・事業を検討し、
企業等と協力して社会共創による人材育成を行います。

ワーキンググループ１
戦略的な地域インターンシップ

ワーキンググループ２
地元人材のキャリアアップ・

スキルアップ支援

地元人材育成分科会

分科会の趣旨・目標

北陸地域における地元人材の能力向上や、実践力の強化に挑戦！

分科会の構成

分科会責任者

金沢大学
佐川 哲也（学⾧補佐（大学間連携担当））

座⾧： 佐川 哲也
（金沢大学・学⾧補佐（大学間連携担当））

座⾧：篠田 隆行
（金沢大学・先端科学・社会共創推進機構 准教授）
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ワーキンググループの概要

テーマ１「戦略的な地域インターンシップ」

【国立4大学以外の参画予定の主な団体等】
各自治体、地域プロデュース企業など

【概要】
北陸地域における若手人材（大学生等）の事業創造力や経営等の実践力を養うため、
特に戦略的・実効的な地域企業へのインターンシップの在り方を題材に企業ニーズ・
社会ニーズを収集・把握し、事業企画に反映する。

座⾧：佐川 哲也（金沢大学 学⾧補佐・人間社会研究域人間科学系 教授）

➤職種・業種の特徴や課題に応じたインターンシップの現状と課題

➤地域の若手人材育成に向けた企業ニーズなどの把握と活用

→人材育成のツールとしての「インターンシップ」について、
『こうした方が望ましい』、『こういう観点が考えられる』
などの思いのある方は、是非ご参加ください。

Topics



Topics
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➤大学が実施するリカレント教育や学び直し事業の現状と課題

➤地域の中核人材育成に向けた企業ニーズなどの把握と活用

→組織内人材のキャリアアップ・スキルアップのための
リカレント教育や学び直しに興味のある方は、
是非ご参加ください。

ワーキンググループの概要

テーマ2「地元人材のキャリアアップ・スキルアップ支援」

【国立4大学以外の参画予定の主な団体等】
各自治体、地域プロデュース企業など

【概要】
地元人材（社会人等）のキャリアアップ・スキルアップ支援に向け、
大学におけるリカレント教育や学び直しなどの取組・事業などについて情報共有し、
課題の洗い出しを図る。

座⾧：篠田 隆行（金沢大学 先端科学・社会共創推進機構 准教授）



・

30

人材流入・地域定着分科会 について

北陸未来共創フォーラムキックオフシンポジウム

パネルディスカッション話題提供

発言者 和田 隆志

金沢大学理事（研究・社会共創担当）
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分科会の概要

ここでは、都市部人材や留学生といった外部人材と受け入れ企業等とのマッチング促進や、
その後の地域定着に資する取組・事業を検討した上で、企業等とも協力し、
社会共創による人材育成を行います。

ワーキンググループ１
UIターン人材の活用・定着

ワーキンググループ２
留学生・外国人人材の活用・定着

人材流入・地域定着分科会

分科会の趣旨・目標

都市部や海外など、北陸以外からの人材の呼び込みと地域就業・定着に挑戦！

分科会の構成

分科会責任者

金沢大学
佐無田 光（学⾧補佐（社会共創推進担当））

座⾧：佐無田 光
（金沢大学・学⾧補佐（社会共創推進担当） ）

座⾧：田中 茂雄
（金沢大学・副学⾧（国際担当））
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ワーキンググループの概要

テーマ１「 UIターン人材の活用・定着」

【国立4大学以外の参画予定の主な団体等】
石川県、福井県、富山県、協同組合全国企業振興センター、北國銀行、福井銀行、北陸銀行、
富山銀行、富山第一銀行、石川県産業創出支援機構、金沢商工会議所 など

【概要】
都市部の人材による北陸地域の企業への支援を通じて、地域企業支援に必要な知見を学ぶことが
できる実践型リカレント教育の場を提供することで、北陸地域の企業が都市部の人材を活用できる
ネットワークの形成と、都市部の人材が地域企業へと流動化するエコシステムの確立を目指す。

座⾧：坂本 二郎（金沢大学・設計製造技術研究所・教授）

Topics

➤都市部で活躍する人材と北陸地域の企業とのマッチング

➤地域企業での課題解決に取り組みながら、
実践的なリカレント教育の場を提供

→経営課題解決に向けて新たな人材の力を求めている方、
都市部と地域の人材流動に興味のある方の
参加をお待ちしております。



Topics
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➤産学官金のステークホルダーが抱える課題の明確化と共有
課題解決を効果的に実施していくための連携体制の構築

➤「キャリア教育」「地域定着教育」「ビジネス日本語教育」を
軸とする共通化された教育プログラムの開発

→能力のある留学生や外国人人材の力を求めている方、
留学生や外国人への教育プログラムに興味のある方の
参加をお待ちしております。

ワーキンググループの概要

テーマ2「留学生・外国人人材の活用・定着」

【国立4大学以外の参画予定の主な団体等】
北陸経済連合会など

【概要】
優秀な留学生や外国人人材を北陸地区に呼び込み、地域企業へのインターンシップおよび就業の
機会を提供することで、北陸地域の企業が留学生や外国人人材を活用できるネットワークの形成と、
留学生や外国人人材の地域への着実な定着と活用を目指す。

座⾧：田中 茂雄（金沢大学 副学⾧・理工研究域フロンティア工学系 教授）


